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姫島
ひめしま

は大分県
おおいたけん

の北
きた

にある小
ちい

さい、きれいな島
しま

です。住
す

んで

いる人
ひと

は 2000人
にん

ぐらいです。 
 

（大分県）                      姫島 
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姫島
ひめしま

にはたくさん伝説
でんせつ

や、ふしぎな話
はなし

があるそうです。

そして・・・、この島
しま

の子
こ

どもたちは毎年
まいとし

、夏
なつ

にキツネ 

になるんですよ。 

子
こ

どもがキツネになる・・・。どういうことでしょうね。 
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この話
はなし

は、「一郎
いちろう

」という小
しょう

学
がっ

校
こう

１
いち

年生
ねんせい

の男
おとこ

の子
こ

の夏
なつ

の

物語
ものがたり

です。 
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一郎
いちろう

、姫島
ひめしま

に来
く

る 

 青
あお

い海
うみ

の上
うえ

を姫島
ひめしま

へ行
い

くフェリーが進
すす

んでいます。フェリ

ーのデッキに一人
ひと り

の男
おとこ

の子
こ

がいます。        

       

その男
おとこ

の子
こ

の名
な

前
まえ

は一郎
いちろう

。小学校
しょうがっこう

1年生
ねんせい

です。夏休
なつやす

みにお

父
とう

さんとお母
かあ

さんといっしょに、東京
とうきょう

から姫島
ひめしま

にいるおば

あちゃんに会
あ

いに来
き

ました。一郎
いちろう

は姫島
ひめしま

に行
い

くのは初
はじ

めてな

ので、とても楽
たの

しみにしています。 
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フェリーが姫島
ひめしま

に着
つ

くと、おばあちゃんが待
ま

っていました。       

「あっ、おばあちゃんだ！」 

「一郎
いちろう

ちゃん、よく来
き

たね。」 

おばあちゃんは、うれしそうに笑
わら

っています。一郎
いちろう

は優
やさ

し

いおばあちゃんが大
だい

好
す

きです。一郎
いちろう

はおばあちゃんと一緒
いっしょ

に

歩
ある

きました。 
             ５ 



 
 

 

その時
とき

、道
みち

のむこうの公園
こうえん

から、笛
ふえ

と太
たい

鼓
こ

の音
おと

が聞
き

こえてき

ました。元
げん

気
き

な子
こ

どもたちの声
こえ

もします。 

コラサッ、コラサッ！ソライタ、ソライタ、ヨイヨイ・・・ 

「おばあちゃん、みんな、何
なに

をしているの？」 

「ああ、あれはキツネ踊
おど

りの練
れん

習
しゅう

だよ。もうすぐお盆
ぼん

だか

らね。」    

「キツネ踊
おど

り？お盆
ぼん

？」 

「やぁ、なつかしいな！おれも子
こ

どもの時
とき

、踊
おど

ったなぁ。」 

お父
とう

さんが言
い

いました。 

「え？お父
とう

さんも？」 

「うん。お父
とう

さんは子
こ

どものとき、毎年
まいとし

、お盆
ぼん

にキツネにな

ったんだよ。」 

お父
とう

さんは、笑
わら

って、言
い

いました。 
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「お盆
ぼん

」と「盆踊
ぼんおど

り」 

 その夜
よる

、おばあちゃんは一郎
いちろう

に「お盆
ぼん

」と「キツネ踊
おど

り」

について教
おし

えてくれました。 

「日
に

本
ほん

の 8
はち

月
がつ

13～16日
にち

は『お盆
ぼん

』という期
き

間
かん

で、家
か

族
ぞく

が集
あつ

ま

って先
せん

祖
ぞ

を迎
むか

えるんだよ。」 

「ふーん。」 

「そしてね、お盆
ぼん

にはいろいろな所
ところ

で『夏祭
なつまつ

り』があるんだ

よ。そこで『盆
ぼん

踊
おど

り』という先
せん

祖
ぞ

を迎
むか

える踊
おど

りを踊
おど

るの。」 

「姫島
ひめしま

にも盆
ぼん

踊
おど

りがあるの？」 

一郎
いちろう

が聞
き

きました。 

「もちろん、たくさんあるよ。その中
なか

の１つに『キツネ踊
おど

り』

という有名
ゆうめい

な盆踊
ぼんおど

りがあるんだよ。」 

「キツネ踊
おど

り？」 

「このキツネ踊
おど

りは姫島
ひめしま

の子
こ

どもしか踊
おど

れないんだよ。小
しょう

学
がっ

校
こう

１年
ねん

生
せい

から中
ちゅう

学
がっ

校
こう

１年
ねん

生
せい

までの男
おとこ

の子
こ

だけがキツネ

になって踊
おど

るの。顔
かお

を白
しろ

くして、赤
あか

いひげを描
か

いて、白
しろ

いシ 
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ャツを着
き

るの。そして、白
しろ

いズボンをはいて、白
しろ

くて大
おお

きい

しっぽをつけるんだよ。」      

「どうしてキツネなの？」 

「そうだねぇ。はっきりしたことはわからないんだけど、キ

ツネの体
からだ

に神様
かみさま

が入
はい

って、米
こめ

や魚
さかな

がたくさん取
と

れるように

してくれると聞
き

いたことがあるねぇ。昔
むかし

からキツネはいろ

いろなものに変
か

わることができる不思議
ふ し ぎ

な動物
どうぶつ

だと言
い

われ

ているからね。さあ、もう、おやすみ。」 

その夜
よる

、一郎
いちろう

はキツネと遊
あそ

んでいる夢
ゆめ

を見
み

ました。 
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一郎
いちろう

、「キツネ踊
おど

り」を踊
おど

ることが決
き

まる 

「一郎
いちろう

、お盆
ぼん

にキツネ踊
おど

りを踊
おど

ってみないか。」 

次
つぎ

の日
ひ

、みんなで朝
あさ

ご飯
はん

を食
た

べているとき、お父
とう

さんが言
い

い

ました。 

「え？でも、僕
ぼく

、踊
おど

ったことがないよ。それに、姫島
ひめしま

の子
こ

ど

もじゃないし・・・。キツネ踊
おど

りは姫島
ひめしま

の子
こ

どもしか踊
おど

れな

いんでしょう？」 

「練
れん

習
しゅう

すればいい。それに、おばあちゃんが姫島
ひめしま

に住
す

んで

いるから、大
だい

丈
じょう

夫
ぶ

なんだよ。」 

「ふーん・・・。」 

「一郎
いちろう

ちゃん、やってみたら？おじいちゃんも喜
よろこ

ぶと思
おも

う

よ。」 

 おばあちゃんが言
い

いました。一郎
いちろう

のおじいちゃんは去年
きょねん

死
し

んでしまいました。一郎
いちろう

はおじいちゃんが大
だい

好
す

きだったので、

おじいちゃんが喜
よろこ

ぶと聞
き

いて、心
こころ

が動
うご

きました。 

「・・・僕
ぼく

、やってみる。」 
 
             ９ 



 
 

 

「そうか！じゃあ、今日
きょ う

から練習
れんしゅう

だ。友達
ともだち

もできるぞ。」 

お父
とう

さんはとてもうれしそうです。一郎
いちろう

はちょっと楽
たの

しい

気持
き も

ちになりました。 
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一郎
いちろう

、リンと会
あ

う 

その日
ひ

の夕方
ゆうがた

、お父
とう

さんは一郎
いちろう

をきのうの公園
こうえん

へ連
つ

れて行
い

きました。そこには一郎
いちろう

より年上
としうえ

の男
おとこ

の子
こ

たちが 10人
にん

ぐら

いいました。そして先生
せんせい

といっしょにキツネ踊
おど

りの練
れん

習
しゅう

を

していました。     

先生
せんせい

は優
やさ

しく教
おし

えてくれましたが、一郎
いちろう

は、なかなか上
じょう

手
ず

に踊
おど

れません。40分
ぷん

ぐらい練習
れんしゅう

すると、一郎
いちろう

はとても疲
つか

れ

てしまいました。それで、アイスクリームをもらって、石
いし

の

上
うえ

に座
すわ

ってお兄
にい

さんたちの練
れん

習
しゅう

を見
み

ることにしました。み

んな、毎年
まいとし

踊
おど

っているので、とても上
じょう

手
ず

です。左
ひだり

手
て

に棒
ぼう

を

持
も

って、跳
と

びはねるように踊
おど

っています。 
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「上
じょう

手
ず

だなー。」 

一郎
いちろう

は小
ちい

さい声
こえ

で言
い

いました。 

「うん。上
じょう

手
ず

だね」 

後
うし

ろで声
こえ

がしたので、一郎
いちろう

はびっくりして、後
うし

ろを見
み

ました。

すると、そこには小
ちい

さなかわいい男
おとこ

の子
こ

が立
た

っていました。 

「きみ、だれ？」 

「僕
ぼく

、リン。お兄
にい

ちゃん、踊
おど

り、下手
へ た

だね。」 

初
はじ

めて会
あ

った、自
じ

分
ぶん

より小
ちい

さい子
こ

に、踊
おど

りが下手
へ た

だと言
い

われ

て、一郎
いちろう

はちょっと気
き

分
ぶん

が悪
わる

くなりました 
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でも、その男
おとこ

の子
こ

の踊
おど

りを見
み

て、びっくりしました。手
て

や足
あし

の動
うご

きも、跳
と

びはねるのも、とても元
げん

気
き

で上
じょう

手
ず

だったから

です。  

「すごい！上
じょう

手
ず

だね！キツネみたいだ。」 

すると、男
おとこ

の子
こ

はちょっとびっくりした顔
かお

をしましたが、

うれしそうに笑
わら

いました。 

「教
おし

えてあげるよ。明日
あし た

のお昼
ひる

、ここに来
き

て。」 

男
おとこ

の子
こ

はそう言
い

うと、走
はし

って帰
かえ

っていきました。 
            13 



 
 

 

次
つぎ

の日
ひ

、リンと一郎
いちろう

は公園
こうえん

で練習
れんしゅう

しました。リンはあま

り自
じ

分
ぶん

のことを言
い

わないし、他
ほか

の子
こ

どもたちとは話
はな

しません。

でも、一郎
いちろう

はそんなことは全然
ぜんぜん

気
き

になりません。リンと踊
おど

っ

ていると、一郎
いちろう

はすごく楽
たの

しくなるのです。二人
ふた り

は友
とも

達
だち

にな

りました。そして、お盆
ぼん

には一緒
いっしょ

にキツネ踊
おど

りを踊
おど

ろうと

約束
やくそく

しました。 
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一郎
いちろう

とリン、キツネになる 

一郎
いちろう

が姫島
ひめしま

に来
き

て 2週
しゅう

間
かん

が過
す

ぎました。今日
きょ う

は 8月
がつ

16日
にち

で、

いよいよキツネ踊
おど

りの日
ひ

です。夜
よる

7時
じ

から始
はじ

まりますが、子
こ

どもたちの用
よう

意
い

は昼
ひる

から始
はじ

まります。顔
かお

を白
しろ

くして、赤
あか

いひ

げを描
か

いてもらって、みんな次々
つぎつぎ

に子
こ

ギツネに変
か

わっていき

ます。 
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一郎
いちろう

もリンもかわいい子
こ

ギツネになりました。 
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キツネ踊
おど

り 

 キツネ踊
おど

りの日
ひ

は、島
しま

の外
そと

から 2000人
にん

以
い

上
じょう

の人
ひと

が来
き

ます。

いつもは静
しず

かな姫島
ひめしま

も、この日
ひ

はとても賑
にぎ

やかになります。 
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たくさんの人
ひと

を見
み

て、一郎
いちろう

は踊
おど

りを間違
ま ち

がえたらどうしよ

うと心配
しんぱい

になりました。リンも一郎
いちろう

と同
おな

じ気持
き も

ちのようです。

リンと一郎
いちろう

は強
つよ

く手
て

をつなぎました。さあ、いよいよキツネ

踊
おど

りの始
はじ

まりです。まず、お兄
にい

さんギツネたちが踊
おど

ります。

ちょうちんをつけた日
ひ

傘
がさ

を持
も

って軽々
かるがる

と踊
おど

るのを見
み

て、見
み

に

来
き

た人
ひと

たちは大
おお

喜
よろこ

びです。 
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次
つぎ

に一郎
いちろう

たち、小
ちい

さいキツネ、そして最
さい

後
ご

は 1歳
さい

ぐらいの

赤
あか

ちゃんギツネが続
つづ

きます。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

一郎
いちろう

は一
いっ

生
しょう

懸
けん

命
めい

に踊
おど

りました。リンもとても楽
たの

しそうに

踊
おど

っています。お父
とう

さんもお母
かあ

さんもおばあちゃんもうれし

そうに笑
わら

っています。 
             19 



 
 

 

コラサッ、コラサッ！ソライタ、ソライタ、ヨイヨイ・・・ 

コラサッ、コラサッ！ソライタ、ソライタ、ヨイヨイ・・・ 
 

その夜
よる

、姫島
ひめしま

の海
うみ

には太
たい

鼓
こ

と笛
ふえ

の音
ね

、そして子
こ

どもたちの

声
こえ

がずっと聞
き

こえていました。 
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さよなら、リン 

 明日
あし た

は一郎
いちろう

が東
とう

京
きょう

に帰
かえ

る日
ひ

です。でも一郎
いちろう

はなかなか眠
ねむ

れません。 

 （リン、どうしちゃったんだろう・・・。） 

 キツネおどりの日
ひ

、お祭
まつ

りが終
お

わって帰
かえ

ろうとしたとき、

リンはとてもさびしそうな顔
かお

をしていました。でも、一郎
いちろう

は

とても疲
つか

れていたので、 

「また明日
あし た

、公園
こうえん

で会
あ

おうね。」 

と言
い

って帰
かえ

ってしまったのです。そして次
つぎ

の日
ひ

、一郎
いちろう

は公園
こうえん

に行
い

ってみましたがリンは来
き

ませんでした。次
つぎ

の日
ひ

も、その

次
つぎ

の日
ひ

も、リンは来
き

ませんでした。いろいろな人
ひと

に聞
き

いても、

みんなリンという子
こ

どもは知
し

らないと言
い

います。 

（もう会
あ

えないのかな。） 

一郎
いちろう

は悲
かな

しい気持
き も

ちで窓
まど

の外
そと

を見
み

ました。 

すると・・・、暗
くら

い中
なか

で何
なに

かが動
うご

きました。 

「・・・キツネ？」 
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よく見
み

ると、森
もり

の木
き

の下
した

に小
ちい

さなキツネが座
すわ

っています。 

そして、一郎
いちろう

をじっと見
み

ているのです。 

その子
こ

ギツネは立
た

ち上
あ

がると、ピョンピョン跳
と

びはねて、

もう一回
いっかい

、一郎
いちろう

を見
み

ました。そして、森
もり

の中
なか

に消
き

えていきま

した。その時
とき

、一郎
いちろう

はハッとしました。おばあちゃんが教
おし

え

てくれたキツネの話
はなし

を思
おも

い出
だ

したのです。 

（おばあちゃんはキツネはいろいろなものに変
か

わることが

できるって言
い

ってた。あの子
こ

ギツネは、きっと・・・。） 

そして、一郎
いちろう

は、消
き

えていった子
こ

ギツネに向
む

かって小
ちい

さい声
こえ

で言
い

いました。 

「さよなら、リン。またね。」 
             22 
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